
 

4 

＜送金先＞ 

 ゆうちょ銀行振替口座  

 口座番号：02220-5-137681 

 加入者名：日本基督教団東北教区  

 

 

＊振替用紙（赤）が必要な方は当セン

ター事務室までご連絡をお願いいたし

ます。 

スタッフ 

日本キリスト教団東北教区被災者支援センター・エマオ 
〒980-0012 宮城県仙台市青葉区錦町1-13-6  東北教区センター ２階 

Tel 022-265-0173  Fax 022-265-0174  

＊毎月11日に、メールマガジンを配信しています。詳しくは、事務所までお問い合わせください。 

メール tohoku.uccj@gmail.com 

Webサイト http://emao311.org/ 

Facebookページ http://www.facebook.com/emmaus.sendai/ 

          全国募金にご協力ください 

 日本キリスト教団東北教区は「東日本大震災救援を続けるための全国募
金」を始めました。同封の「被災者支援センター・エマオ」、「放射能問
題支援対策室・いずみ」の働きを続けるための全国募金のご案内を、お読
みください。この小さな活動を続けるために、引き続きお支えくださいます
ようお願いいたします。 

 

 

 

＊「会堂・牧師館再建復興貸付金を受けた教会の返済支援のため」の 
 全国募金も併せてお願いいたします。ホームページもご参照ください。 

 Information お知らせ掲示板 

・3月31日をもって、深谷有基専従者（石巻）・深山
鷹一スタッフがこの働きを離れ、新たなステップへ進み
ました。これまでの働きに感謝すると共に、新たな歩み
が守られますようにお祈りください。 

・3月に田尻拓スタッフ、4月に小川
幸子専従者（石巻）が加わり2016
年度が始まりました。どうぞよろし
くお願いいたします。 

 会計報告(2011年3月～2016年2月末) 

温かいご支援に心より感謝いたします。 

  支出の部    

  事業費 ¥6,569,415    

  人件費 ¥87,204,617    

  事務費 ¥24,645,229    

  活動費 ¥12,492,867    

  旅費交通費 ¥4,687,595    

  車両費 ¥14,020,920    

  繰越金 ¥639,890    

  合計 ¥150,260,533    

        

「報告会」いたします! 

 スタッフが皆さまの教会や諸集会にお伺いし
て、当センターの活動報告会を開かせていただ
けないでしょうか。その席で、皆さまからの率
直なご意見などをお聞きして、活動をつなげて
いきたいのです。少人数の会にも、喜んで伺い
ます。 
 [時  間] 30分程度から 
 [内  容] 被災地のいま、エマオの活動、 
      これからについて ほか 
 [資 料] 必要部数を当センター で、 
     準備致します。 
 [交通費] ご相談に応じます。 

 2016年3月11日には、『3・11いこいの時

～ささへあう～』（於：笹屋敷公会堂）を町内会

が開催し、エマオとひのきしん（天理教）がお手

伝いしました。ワーカー数を制限し、イベント要

素を極力なくした「ゆったりお茶っこ」になるよ

うに努めました。 

 例年よりも参加された方たちから、じっくりお

話を伺うことが出来ました。特に、津波に流され

ながら自分はどう生き延びたのかという話しは、

胸に大きく響きました。また、この5年という時

間があって少しずつ話せるようになって来ている

ようにも感じました。 

 これからも 

3月11日の祈りを

地域の方たちと共

に守れることを

願っています。 

 2016年度は2017年度以降の活動を考えるための節目の年になります。2017

年度以降、特に資金面の観点から、これまで通りの活動を続けることは難しくなり

ます。しかし、これまでの関わりを大事に、交わりを持ち続けていきたいと考えて

います。そのため、次のような方向で新年度をスタートすることといたしました。 

 ご理解をいただき、これからもよろしくご支援、ご加祷くださいますようお願い

いたします。 

<笹屋敷・石場> 

・2016年9月末で笹屋敷・石場の農業支援ワークから撤退します。 

・「ささっこクラブ」(子ども支援)、コミュニティイベント（『笹屋敷deすずめ踊

り』、『夏祭り』、『3・11の祈り』など）、パーソナルサポート(個別支援)など

の活動は、2016年10月以降も継続します。 

<仮設住宅> 

・「一人も孤独死を出したくない」との言葉を聴き、エマオでは「関わる仮設の最

後まで」通わせていただき、繋がり続けたいと願っています。石巻市では仮設集約

が検討される一方、取り残される方々に向けての試みも続けていきます。 

<ワーカー受け入れ> 

・通常ワークだけでなく、これまでの5年間に及ぶ「スローワーク」のバトンを引き

継ぐために、フィールドスタディなどにも力を注ぎ、「伝える」取り組みを続けて

行きます。 

被災者支援センター長 上野和明 

教団派遣専従者 佐藤真史（仙台）、小川幸子（石巻） 

エマオ仙台 内手翔太、菊池護、高橋千沙子 

 千葉正彦、八田美夕（留学中） 

エマオ石巻チャプレン 関川祐一郎 

エマオ石巻 鎌田仁美、田尻拓、柴田奈都香 

   事務局スタッフ  永野香織、畑屋武志、戸枝季子（教会ボランティアコーディネーター 兼任） 

仮設住宅・復興住宅支援アドバイザー 柴田信也（仙台） 
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｢教会向け被災地フィールドスタディープログラム｣ご案内 

 東日本大震災から5年が経過しました。2011年3月11日(金)14時46分、大きな地震が起こった時エ

マオ（注）一階のスタッフたちはちょうど一階でミーティング中でした。建物の外に出ると隣の教会の屋

根瓦が落下し、駐車中の車の屋根を壊しましたが人への被害はなくほっとしました。揺れが落ち着いてか

ら館内をひと回りしました。コンクリート躯体の継ぎ目部分が破損し小さな破片が散らばってぃました

が、ガラス窓の破損はありませんでした。電気とガスは止まりましたが水は出ました。 

 3月15日(火)にはエマオ一階に教団関係者が集まり、「日本キリスト教団東北教区被災者支援セン

ター・エマオ」が立ち上げられました。しばらくの間、エマオ一階が支援センターの活動拠点となり朝か

ら晩まで人々の出入りがありました。活動の組織作りには、阪神淡路大震災で支援を経験された方々の助

言が活かされました。ボランティアの宿泊は、当初エマオの館内でしたが、近隣教会や西隣のアパートの

105号室(光熱費のみで提供) になりました。 

 青年・学生センター(SSC)の活動を一階で再開することもあり、2011年6月より支援センターの事務

所は二階に移りました。しかし、支援ボランティアの夕食の場は、今でも一階で続けられています。震災

後、夕食準備は仙台市内の教会員有志が担当していましたが、負担が大きくなり、日本全国に調理ボラン

ティアを依頼しました。夕食はワークに来たボランティアの方の交わりの時となっています。2012年10

月から調理ボランティアの写真を撮りクリアファイルにいれました。2016年2月までに91枚ありまし

た。遠方から一週間ずつ延べ12回お出でになった方々もあり、大変励ましをいただきました。 

 最近では食事作りのボランティアがお弁当をたくさん作って、七郷（仙台市若林区）や石巻の仮設に行

き、一緒に食事をしながら交流の時を持っています。食事作りの時のみなさんのお声が一階の部屋中に響

いてきます。被災された方々に少しでも生きる力になればいいなと願っています。 
                     （注）「エマオ」は、東北教区センターの愛称です。被災者支援センターもその愛称をお借りしています。 

エマオの一階 

松本 芳哉 
(東北教区センター館長・仙台青葉荘教会員) 
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 被災者支援センター・エマオは、2016年度末に大きな節目を迎えます。2017年春以

降を見据え、与えられた出会いを大切にしながら、新たな繋がりを志向し、エマオ仙台と

エマオ石巻の協働、地域教会の連携を進めています。 

2013年5月 
七郷中央公園仮設住宅で「お弁当プロジェクト」は始まりました。 

   きっかけは、当時の仮設担当スタッフから「仮設住宅在住の方は狭くて小
さなキッチンで思ったように食事を作ったり、食べたりしていないらし
い…」と言う情報でした。 

 「ではこちらから手作りのお弁当をお持ちして、みんなで一緒に食卓を囲

めたら何かお役に立つのでは」という思いから昼食会としてスタート。記念

すべき最初のメニューはお約束のような『カレーライスとサラダ』でした。

その後、同年8月に荒井7号公園仮設、9月に荒井2号公園仮設と展開し、翌

14年1月からは石巻の６仮設住宅を回り始め、それぞれ定期的に出来るよう

になりました。このプロジェクトをおもに支えてくださるのは、仙台市内の

教会の女性の方々です。それまでワーカーの夕食作りを担ってくださってい

た方々にお声がけしたところ、数人の方が喜んで引き受けてくださいました。 

 若干年齢層の高い仮設住宅在住の方々へのメニューは、ご自分の教会での祝会や愛餐会、家庭での経験を

生かして具材の切り方や柔らかさなどいろいろ工夫して調理してくださいます。また季節感を取り入れたメ

ニュー、仮設在住の方のリクエストに応じるなど、チームごとに楽しく話し合いながら次回の計画を練って

くださいます。また、他地域の教会から夕食作りのために来てくださる方々へも参加していただいき、楽し

い食事の時間を共有していただいています。仙台および石巻でも次々と仮設住宅から新居や復興住宅へ移住

され、この昼食会に参加される方も減ってきています。しかしこのプロジェクトを担ってくださっているみ

なさんは、もう少し続けたいという希望を持ってくださっています。他の所へ移られた方々の消息を気遣っ

て下さり、まさにお弁当を持って訪問したいという思いも持ってくださっています。その思いはエマオが大

切にしている『寄り添い』のお手本のように感じています。 

  「それまではワーカーへの夕食作りとして『間接支援』だった私が、このお弁当プロジェクトで『直接支

援』の担い手として活かされていると感じています」という声をいただいたきました。スタッフとして感謝

の言葉、尽きません。もうしばらく、そしてこれからさらに教会の女性のパワーが必要とされます。どう

ぞ、このお働きが祝福され継続できますように…。  （教会ボランティアコーディネーター 戸枝季子） 

ささっこクラブから生まれた繋がり 

  2012年8月に笹屋敷・石場という地域で「子どもたちの居場所作

り」を大きな目的として始められた“ささっこクラブ”。はじまりから5

年目を迎えようとしている今、子どもたちに変化が見られてきました。 

 まずは、“ささっこクラブ”以外の時間でのことです。2015年の夏

ごろまでは子どもたちは“ささっこ”を通じてしか遊ぶ姿が見られませ

んでした。しかし、この夏から子どもたち同士が“勝手”に遊んでいる

風景が段々と増えてきました。夏には友達の家でスイカを食べながらテ

レビゲーム、冬には友達の庭で雪合戦などをしていました。さらには笹

屋敷・石場の地域だけではなく、学校の友達を誘って“ささっこクラブ”を訪れてくれる子どもが増えて

きました。 

 保護者の方々にも多大なるご協力をしていただきながら行われている活動です。時にはお宅に立ち寄

り、子どもたちの学校での様子、ご家庭での様子、成長の過程を共有していくことで信頼関係を築けるこ

とを願いながら、お話しをさせていただいています。 

 また、地元の大学生などが積極的に関わってくれているお陰で、ささっこクラブの運営の密度が上がっ

てきました。また遠くからも献品や応援の声をいただくことにより、ささっこクラブから生まれた繋がり

がより濃く、強いものになっていると感じています。           （エマオ仙台 内手翔太） 
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「被災者支援」の終わり、交わりの始まり――石巻仮設団地支援の現状と展望 

 エマオ石巻は現在8つの応急仮設住宅（プレハブ住宅）団地

に関わっています。石巻市中心部にある団地もあれば、牡鹿半

島にある団地もあります。前者は主に市内の様々なところで被

災された方がランダムに集められ、後者は同じ集落（浜）で被

災された方が集団で入居したという性質があります。私たちが

関わっている団地はいずれも多くて50戸未満の中小規模団地

で、他の支援団体があまり入っていないところです。もともと

は仮設「コミュニティづくり」のお手伝いができればと、 

月1～2回、集会室（談話室）でのお茶っこサロンや歌を一緒

にうたう会、手芸の会、昼食会などを開いてきました。 

 震災から5年が経過したいま、復興公営住宅などへの転居が進み市内応急仮設団地の平均入居率は5

割前後にまで減りました。私たちの関わる団地も例外ではなく、新しい住まいへと移るので今日の集ま

りが最後という方が増えてきました。こうした刻々と変化する状況で残られる方々と率直に話し合いな

がら、それぞれの団地との関わり方を決めていっています。参加者が減っていくなかでこちらの人数は

抑えてお邪魔しながら、少しでも皆さんが残りの仮設生活を楽しく過ごし、その後の新しい生活に対す

る不安を減らせるよう交流を深めています。原則としてはこちらの都合ではなく残られる方々の本音を

尊重すること、同時にこうした集いの場を地域コミュニティへと再びつなげていくことを念頭に置いて

関わり方を変化させています。2016年度中には私たちの関わる方々のほとんどが仮設団地を出ること

が予想されます。「被災者支援」には一区切りをつけ、対等で個人的な交流を始める時期に入っている

のではないかと感じています。              （前・エマオ石巻専従者 深谷有基） 

失われつつある地域の文化 

 ３月になると七郷地区の人たちは忙しく動き出します。農家を

含む自営業の方たちは確定申告の時期になり、一年間の帳簿とに

らめっこをし、税理士さんと相談して各々税務署に確定申告をし

に行きます。 

 同時に４月中頃を目指した田んぼの準備に動き出します。田ん

ぼを耕し、肥料をまき、水を張って代掻きを行います。冬場葉物

野菜などを作っていたビニールハウスは空っぽにします。ビニー

ルハウスは稲の種を播いてからの一ケ月間は育苗ハウスへと変身

します。４月、５月の仙台の気温は非常にデリケートで、日中ビ

ニールハウスは20度近くまで上がると思えば、夜間は５度近く

まで冷え込むこともあります。米作りは苗作りであると言っても過言ではなく、人によっては苗作りで7割

仕事が終わると言っています。田植えまで気の抜けない日々が続きます。 

 かつてはそれぞれの家で家族総出で稲の種まきを行いました。苗箱に土を入れて種をまき、ビニールハ

ウスいっぱいに並べる作業は多くの人手が必要であり、家族のみならず、親戚やご近所さんの協力のもと

に成り立っていた一つの「文化」でした。現在笹屋敷町内で苗作りを行っている方は３軒の個人農家と２

つの農事組合法人です。 

 86歳のおじいちゃんが昨年も米作りをしていました。「うちのご飯は美味しいぞ」「Kさん(ワーカー)

知ってっか？あの人美味しいって言って５杯もおかわりしたんだぞ」おじいちゃんの田んぼは今年、農地

の大規模化に伴う区画整理工事のため米作りができません。「息子から、もうやめて来年は組合に任せ

ろって言われているんだ…」おじいちゃんは寂しい笑顔で家庭の事情を話してくれます。 

 大津波をきっかけにして多くの地域文化が失われつつあります。芸能や習慣にばかり目がいきがちです

が、稲の種まきのようなことも失われつつある「文化」であると私は思います。「エマオが来なくなった

ら米作りはできないな」ある個人農家の方が言った言葉が胸に突き刺さります。 

                                   （エマオ仙台 千葉正彦） 


